
�
�

�
�

当
神
社
で
は
、
新
年
に
神
門
を
飾
る

｢

迎
春
ね
ぶ
た｣

が
元
旦
午

前
零
時
に
点
灯
さ
れ
、
参
拝
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
五
年
は
、｢

古
事
記
神
話｣

を
題
材
と
し
國
生
み

｢

大
八

洲｣

と
名
付
け
ら
れ
た
ね
ぶ
た
が
、
青
森
ね
ぶ
た
大
賞
に
輝
き
第

五
代
名
人
を
襲
名
し
た
千
葉
作
龍
氏
に
よ
り
、
新
年
が
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
制
作
さ
れ
ま
す
▼
ね
ぶ
た
祭

り
は
八
月
二
日
か
ら
八
月
七
日
迄
毎
年
行
わ
れ
、
青
森
ね
ぶ
た
祭

り
・
弘
前
ね
ぷ
た
祭
り
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
り
、
呼

び
名
や
掛
け
声
が
違
い
ま
す
。
青
森
は

｢

ラ
ッ
セ
ラ
ー｣

、
弘
前

は

｢

ヤ
ー
ヤ
ド
ー｣

囃
子
の
リ
ズ
ム
や
ハ
ネ
ト

(

踊
り
手)

の
様

も
異
な
り
が
あ
り
ま
す
▼
全
国
各
地
に
は
い
ろ
い
ろ
な
お
祭
り
が

あ
り
ま
す
が
、
お
祭
り
は
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
持
ち
運
べ

る
ゲ
ー
ム
機
が
普
及
し
た
せ
い
か
、
子
供
達
が
公
園
の
遊
具
で
遊

ぶ
の
で
は
な
く
、
ベ
ン
チ
で
友
達
と
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
姿
を
よ

く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
達
だ
け
で
は
な
く
、
大

人
も
会
話
中
に
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
姿

も
よ
く
み
か
け
ま
す
。
本
来
、
子
供
達
の
見
本
に
な
る
は
ず
の
私

達
が
ま
ず
、
相
手
の
顔
を

｢

見
て
・
話
し
・
聞
く｣

こ
の
三
つ
を

心
が
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
▼
い
ろ
い
ろ
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
は
挨
拶
が
一
番
大
切
で
す
。｢

お
早
う
ご
ざ
い
ま
す｣

｢

こ
ん
に
ち
は｣

｢

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す｣

な
ど
の
言
葉
を
た
だ
発

す
る
の
で
は
な
く
、
心
を
込
め
て
笑
顔
で
行
う
こ
と
は
、
相
手
の

気
持
ち
を
や
わ
ら
げ
真
意
が
伝
わ
り
易
く
な
り
ま
す
。
次
代
を
担

う
子
供
達
に
是
非
と
も
伝
え
る
べ
き
事
柄
で
す
▼
今
年
も
残
り
一

ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
神
様
と
人
の
関
係
も
同
様
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
三
十
一
日
の
師
走
大
祓

式
に
ご
参
列
さ
れ
、
家
族
揃
っ
て
罪
・
け
が
れ
を
祓
い
清
め
、
清
々

し
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
神
様
に
お
会
い
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
も
笑
顔
で
お
迎
え
し
、
皆
様
に
気
持
ち
よ

く
お
参
り
し
て
頂
け
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

(

間
山

恵)
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本
年
で
四
十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
菊
花
・
写
真
展
が
、
十
一
月

十
日
よ
り
二
十
五
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

菊
花
展
の
審
査
長
に
尾
�
元
彦
氏
、
ま
た
副
審
査
長
に
遠
藤
吉
和

氏
、
そ
し
て
写
真
展
の
審
査
長
を
伊
奈
喜
久
雄
氏
に
お
願
い
し
、
厳

正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
新
嘗
祭
に
併
せ
て
表

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

(

敬
称
略)

�����
�����

�����
�����

�����
�����

�
�
�
�
�
�
�

厚
物

｢

富
士
の
新
雪｣

岩
本

茂

�
�
�
	


�
�

太
管

｢

泉
郷
情
熱｣

後
藤

勤

�


�
�

�
�

小
峰

勝
子

�
�

岩
本

茂

�
�

岩
本

茂

�
�
�
�
�

小
室

久
次

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�長

澤

弘
光

�
�
�
 
�
!
�
�
�
�
�

上
原

茂
雄

"
#
$
%
&
'
�

阿
諏
訪

豊

"
#
$
%
&
'
�

後
藤

勤

(
)
*
+
�

小
室

久
次

,
-
.
/
0
1
�

岡
田

秀
麿

,
-
.
/
0
1
�

平
野

正
夫

2
3
4
5
6
7
�

中
野

信
義

8
9
:
;
<
=
�

五
十
嵐
良
男

8
9
:
;
<
=
�

佐
野

晴
子

>
?
@
�
A
�
�

三
野
輪
芳
夫

>
?
@
�
A
�
�

内
藤

秀
夫

>
?
@
�
A
�
�

広
木

千
年

B
C内

藤

俊
雄

後
藤

勤

秋
山

美
好

中
野

信
義

福
島

忠
志

落
合

好
文

木
村

一
正

水
島

進

�
屋
敷
敏
継

荻
野

輝
夫

中
村

清

三
橋

重
夫

�
D
�
�

�
�

関
場

清

�
�

小
峰

勝
子

�
�

岡
田

秀
麿

�
�
�
E
F
E
�
�

清
田

美
躬

"
G
H
I
�
�
J
K
L
M

N
O
�
�

中
野

信
義

P
Q
�
�

�
�

清
田

美
躬

�
�

三
橋

太
一

�
�

唐
沢

茂
實

R
�
S
T
U
�
�
S
T
V
�
�

秋
山

美
好

�
�
5
W
7
/
X
Y
5
Z
F
�
�

田
辺

弘
之

"
#
$
%
&
'
�

杉
崎

松
勇

2
3
4
5
6
7
�

清
川

八
郎

B
C杉

山

春
夫

福
岡

堅

[
Q
�
�

�
�

阿
諏
訪

豊

�
�

木
村

一
正

�
�

榎
田

忍

�
�
�
\
]
^
F
�

内
藤

俊
雄

_
`
a
b
^
�
�
c
d
�屋

城
善
二
郎

"
G
H
I
�
�
J
K
L
M

N
O
�
�

佐
藤

誠
一

"
#
$
%
&
'
�

大
貫

明

,
-
.
/
0
1
�

三
浦

行
夫

2
3
4
5
6
7
�

吉
田

茂
雄

8
9
:
;
<
=
�

柿
澤

昌
明

>
?
@
�
A
�
�

藍
田

毅

�
�木

村

實

玉
尾

功

唐
沢

茂
實

土
方

勝
守

関
場

清

麻
生

喜
男

五
十
嵐
良
男

天
利

勇

e
Q
�
�

�
�

�
屋
敷
敏
継

�
�

阿
諏
訪

豊

�
�

酒
井

茂
夫【菊花展 宮司賞】

�

宇

井

�

子
殿

�

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

佐

藤

俊

哉
殿

�

小

菅

昭

義
殿

�

木
目
田

重

夫
殿

�

㈱
竹
中
工
務
店

横
浜
支
店
殿

(

順
不
同)

����
����

				






����
����

����

十
一
月
二
十
三
日
、
勤
労
感

謝
の
日
に
役
員
・
総
代
・
氏
子

崇
敬
者
多
数
参
列
の
も
と
、
新

嘗
祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た

こ
の
祭
典
は
今
年
の
五
穀
豊

穣
・
産
業
の
振
興
に
感
謝
申
し

上
げ
る
祭
典
で
す
。
当
日
は

新
穀
・
白
酒
・
農
作
物
・
餅
・

菓
子
・
花
等
の
お
供
え
物
が
御

神
前
に
所
狭
し
と
奉
納
さ
れ

神
の
恵
に
真
の
感
謝
を
捧
げ
る

と
共
に
、
皇
室
の
御
安
泰
と

崇
敬
者
各
位
の
更
な
る
弥
栄
が

祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
に
は
参
集
殿
に

於
い
て
記
念
式
典
が
行
わ
れ

こ
の
一
年
間
に
篤
志
奉
納
を
戴

き
ま
し
た
方
々
が
表
彰
さ
れ

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
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大

城

征
治

�
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杉
崎

松
勇

�
�
�
�



小
峰

勝
子

�
�
�
�
�
�



三
橋

太
一

�
�秋

山

美
好

大
出

進
�
 
!
"

�



長
澤

弘
光

�



清
田

美
躬

#



秋
山

美
好

�
�清

田

美
躬

小
室

久
次

笠
間

潔

小
川

敏
幸

渡
邊

昭
義

$
%
&
!
"

�



土
屋

和
民

�



清
田

美
躬

#



長
澤

弘
光

�
�小

峰

勝
子

松
野

寛

阿
諏
訪

豊

�
津

有
二

小
室

久
次

清
田

美
躬

笠
間

潔

玉
尾

功

内
藤

俊
雄

上
原

茂
雄

大
城

征
治

'
(
)
!
"

*
+
,



長
澤

弘
光

�
�
-
.
/
�
0
1
-
2
3
,



小
峰

勝
子

4
5
6
7
8
�
�
9
:

福

島

忠
志

;
<
=
>
?
@



岡
田

秀
麿

�
�宗

像

洋

伊
藤

勉

(

順
不
同
・
敬
称
略)

�����
�����

�����
�����

天
利

勇

(

寒
川
町)

阿
諏
訪

豊

(

寒
川
町)

福
岡

堅

(

寒
川
町)

長
澤

弘
光

(

寒
川
町)

水
島

進

(

寒
川
町)

大
城

征
治

(

寒
川
町)

木
村

哲
雄

(

寒
川
町)

広
田

静
子

(

寒
川
町)

A
B
(
C
D
E



｢

輝
望
の
光｣

清
水

敏
子

�



古
郡

和
敏

�



堀
米

和
夫

�



佐
藤

祥
樹

#



下
里

勝
二

#



柳

盛
康

#



猿
渡

政
吾

�
�
F
,



田
中

秀
昭

�
�
�
G
,



椎
野

英
三

�
�
F
H
3
H
,



佐
藤

理
佳

�
�
F
I
J
,



伊
藤
と
志
子

�
�
F
K
L
8
3



大
木
伊
都
子

M
(
N
O
P
�
�
N
O
Q
,



�
橋
由
美
子

�
�
-
.
/
�
0
1
-
2
3
,



上
原

英
樹

�
�
-
.
/
�
0
1
-
2
3
,



荒
井

三
郎

;
<
=
>
?
@



三
山

静
雄

;
<
=
>
?
@



沓
名

知
之

;
<
=
>
?
@



堀

洋
己

;
<
=
>
?
@



鈴
木

生
子

;
<
=
>
?
@



菅
原
美
保
子

R
S
T
U



小
菅

利
夫

R
S
T
U



小
林

一

R
S
T
U



大
貫

毅

R
S
T
U



奥
野
山
洵
一

�
�
�
�
�
�
�
	



横
田

美
彦

�
�
�
�
�
�
�
	



水
野

武

�
�
�
�
�
�



末
次

巌

�
�
�
�
�
�



坂
井

清
八

V
W
X
-
Y
/



和
田

聖
記

V
W
X
-
Y
/



蛭
田

俊
雄

Z
[
\
]
^
_



内
田

賢
智

Z
[
\
]
^
_



末
次
と
し
子

`
a
b
A
c
�



原
田

雅
子

【菊花展 神社本庁統理賞】

五
郎
丸
昌
夫

(

寒
川
町)

石
黒

久
雄

(

寒
川
町)

後
藤

勤

(

寒
川
町)

藤
好

清
晴

(

寒
川
町)

石
黒

清

(

寒
川
町)

旭

清

(

寒
川
町)

栗
田

務

(

寒
川
町)

亀
山

邦
男

(

寒
川
町)

杉
山

春
夫

(

藤
沢
市)

山
�

武

(

藤
沢
市)

佐
久
間
利
夫

(

藤
沢
市)

落
合

好
文

(

藤
沢
市)

山
�

俊
男

(

藤
沢
市)

田
戸

一
雄

(

座
間
市)

奥
津

国
勝

(

座
間
市)

佐
野

多
昭

(

座
間
市)

佐
野

晴
子

(

座
間
市)

渡
邊

昭
義

(

座
間
市)

八
木

邦
久

(

座
間
市)

原
田

幸
光

(

座
間
市)

佐
藤

信
一

(

座
間
市)

平
川

光
則

(

伊
勢
原
市)

笠
原

敏
男

(

伊
勢
原
市)

勝
田

不
二

(

伊
勢
原
市)

笠

光
洋

(

厚
木
市)

大
貫

一
義

(

厚
木
市)

渡
辺

要
治

(

平
塚
市)

小
峯

貞
雄

(

平
塚
市)

清
田

美
躬

(

平
塚
市)

小
川

敏
幸

(

大
磯
町)

柴
田

精
一

(

綾
瀬
市)

笠
間

潔

(

綾
瀬
市)

五
十
嵐
良
男

(

綾
瀬
市)

福
島

忠
志

(

綾
瀬
市)

土
屋

和
民

(

綾
瀬
市)

田
中

博
司

(

藤
沢
市)

田
辺

弘
之

(

大
和
市)

本
橋
あ
や
子

(

大
和
市)

金
子

静
夫

(

大
和
市)

足
立

武
夫

(

横
浜
市)

田
中

晴
美

(

横
浜
市)

高
草
木
勝
利

(

横
浜
市)

�
屋
敷
敏
継

(

横
浜
市)

山
口

勝
己

(

横
浜
市)

前
田

晃
(

横
浜
市)

大
野

常
俊

(

横
浜
市)

冨
樫

�

(

横
浜
市)

小
川

弘

(
茅
ヶ
崎
市)

石
原

達
男

(
茅
ヶ
崎
市)

田
島
喜
久
馬

(
茅
ヶ
崎
市)

杉
本

修

(

茅
ヶ
崎
市)

菅
野

仁
蔵

(

茅
ヶ
崎
市)

荻
野

輝
夫

(

茅
ヶ
崎
市)

小
松
原
郁
夫

(

茅
ヶ
崎
市)

福
嶋

禮
造

(

茅
ヶ
崎
市)

半
谷

昭
雄

(

海
老
名
市)

永
井

均

(

海
老
名
市)

永
井

す
み

(

海
老
名
市)

佐
藤

誠
一

(

海
老
名
市)

(

敬
称
略)

�� ���
�� ���
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｢

尊
厳
な
式
典｣

杉
崎

信
行

屋
城
善
二
郎

(

海
老
名
市)

池
田

哲
男

(

海
老
名
市)

佐
藤

和
史

(

海
老
名
市)

米
山

晃

(

海
老
名
市)
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当
神
社
で
は
、
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
に
方
位
除
に
つ
い
て
よ

り
深
く
ご
理
解
を
頂
け
る
よ
う

内
庭
に
方
位
盤
と
渾
天
儀
の
建

立
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が

予
定
通
り
工
事
も
進
捗
し
、十
一

月
一
日
に
竣
功
を
迎
え
ま
し
た

渾
天
儀
は
本
来
、
天
体
の
位

置
・
星
等
を
測
定
す
る
器
具
で

す
が
、
星
の
運
行
は
人
々
ば
か

り
で
な
く
国
家
の
命
運
を
も
に

ぎ
る
と
考
え
ら
れ
、
天
文
観
測

に
よ
り
暦
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に

暦
に
よ
っ
て
日
々
の
吉
凶
が
占

わ
れ
ま
し
た
。

皆
様
が
ご
参
拝
の
折
に
ご
覧

頂
き
、
更
な
る
八
方
除
の
御
守

護
を
授
か
り
ま
す
よ
う
願
い
設

置
致
し
ま
し
た
。

����� �
����� �

����� �
����� �

����� �
十
一
月
三
日

(

文
化
の
日)

は
、
近
代
日
本
の
建
国
発
展
に

ご
尽
力
な
さ
れ
今
日
の
礎
を
築

か
れ
た
明
治
天
皇
の
御
生
誕
の

日
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
、
そ
の
聖
徳
大
業
を

仰
ぎ
、
後
世
に
ま
で
伝
え
、
皇

室
の
弥
栄
と
国
家
国
民
の
繁
栄

を
祈
念
す
る

｢

明
治
祭｣

が
厳

粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

��
��
��
��
��

��
��
��
		




神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南

支
部
の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉

告
祭
が
、
十
一
月
十
六
日
に
当

神
社
に
て
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

神
宮
大
麻
と
は
、
日
本
民
族

の
大
親
神
様
で
あ
る
天
照
大
御

神
の
御
神
札
の
こ
と
で
、
新
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
神
棚
に

は
こ
の
神
宮
大
麻
と
氏
神
様
の

御
神
札
を
新
た
に
お
祀
り
し
災

禍
な
い
一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
祈
念
す
る
こ
と
が
古
く
か
ら

の
私
た
ち
の
習
慣
で
す
。

年
末
の
う
ち
に
新
し
い
御
神

札
を
お
祀
り
し
、
清
々
し
い
気

持
ち
で
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い

▲ 竣功清祓される渾天儀
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を

賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

	


�
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(

順
不
同
・
敬
称
略)

一
万
円

森
川

榮
子

埼
玉
県
桶
川
市

〃

下
里

宏
明

川
崎
市
多
摩
区

�
�
�
�
�
�
�
�

	


�
�


(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

岩
嵜

金
壽

東
京
都
武
蔵
野
市

二
万
円

須
藤

貢

茅
ヶ
崎
市
柳
島

一
万
円

鎗
田

喜
文

千
葉
県
茂
原
市

�
�
�
�
�
�
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�

�

�

�

�

�
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去
る
十
一
月
二
十
二
日

義
家
弘
介
氏
が
厄
除
・
八
方
除

祈
願
に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

義
家
氏
は
、
ヤ
ン
キ
ー
先
生

の
愛
称
で
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
、
教
育
現
場
に
て
情
熱
的

な
指
導
を
続
け
ら
れ
た
他
、
参

議
院
議
員
と
し
て
の
活
躍
も
皆

様
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

こ
の
度
、
教
科
書
問
題
を
は

じ
め
、
イ
ジ
メ
の
根
絶
、
教
育

委
員
会
制
度
の
見
直
し
、
抜
本

改
革
の
必
要
性
を
訴
え
、
教
育

再
生
に
賭
け
る
こ
と
を
決
意
し

衆
議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
さ

れ
ま
し
た
。

義
家
先
生
に
は
、
日
本
の
伝

統
文
化
に
基
づ
い
た
教
育
制
度

確
立
の
為
、
向
後
愈
々
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
切
望
致
し
ま
す
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青
少
年
活
動
だ
よ
り
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�
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こ
の
度
寒
川
神
社
少
年
館
で

は
、
公
益
財
団
法
人
博
報
児
童

教
育
振
興
会

(

成
田
純
治
理
事

長)

が
顕
彰
す
る

｢

博
報
賞｣

に
入
賞
し
、
去
る
十
一
月
九
日

東
京
丸
ノ
内
日
本
工
業
倶
楽
部

に
於
い
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
表

彰
状
を
頂
い
た
。

こ
れ
は
昭
和
四
十
五
年
、
総

合
広
告
会
社
の
㈱
博
報
堂
が
次

代
を
担
う
児
童
の
育
成
を
重
視

し
て
、
教
育
に
携
わ
る
方
々
へ

の
支
援
活
動
と
し
て
博
報
児
童

教
育
振
興
会
が
設
立
さ
れ
、
現

在
、｢

博
報
賞｣

・｢

児
童
教
育

実
践
に
つ
い
て
の
研
究
助
成
事

業｣

・｢

日
本
語
海
外
研
究
者
招

聘
事
業｣

・｢

世
界
の
こ
ど
も
日

本
語
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業｣

な
ど
四
つ
の
事
業
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
中
の
一
つ
、｢

博
報
賞｣

は
、
児
童
・
生
徒
の
豊
か
な
人

間
性
育
成
に
貢
献
・
努
力
し
て

い
る
学
校･

団
体･

教
育
実
践
者

を
顕
彰
す
る
こ
と
を
通
し
、
児

童
教
育
の
現
場
を
活
性
化
さ
せ

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
国
語
・
日
本
語
教
育
部

門
、
特
別
支
援
教
育
部
門
、
日

本
文
化
理
解
教
育
部
門
、
国
際

文
化
理
解
教
育
部
門
、
教
育
活

性
化
部
門
の
五
部
門
が
あ
り

今
回

｢

日
本
の
文
化
を
大
切
に

す
る
心
を
育
み
、
日
本
人
と
し

て
の
自
己
の
確
立
を
目
指
す｣

と
す
る
日
本
文
化
理
解
教
育
部

門
に
、
寒
川
町
教
育
長
よ
り
推

薦
を
頂
き
応
募
し
た
。

本
年
四
十
三
回
目
と
な
る
こ

の
賞
に
は
、
全
国
か
ら
八
十
八

件
の
推
薦
が
寄
せ
ら
れ
二
十
四

件
が
受
賞
し
た
。
そ
の
多
く
は

教
育
関
係
者
・
学
校
な
ど
で
は

あ
る
が
、
少
年
館
の
よ
う
に
独

自
の
教
育
施
設
や
伝
統
芸
能
保

全
等
に
力
を
注
い
で
い
る
団
体

な
ど
も
受
賞
し
て
い
る
。
当
少

年
館
は
、｢

三
十
五
年
の
実
績

と
広
範
囲
な
教
育
活
動
・
指
導

者
の
継
続
を
図
る
取
り
組
み
な

ど
、
日
本
文
化
の
創
造｣

と
い

う
観
点
が
評
価
さ
れ
た
。

当
日
は
、
受
賞
者
代
表
一
人

一
人
に
理
事
長
よ
り
厳
か
に
賞

状
が
伝
達
さ
れ
た
。
贈
呈
式
の

後
記
念
祝
賀
会
が
催
さ
れ
財
団

関
係
者
、
審
査
委
員
、
受
賞
者

そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
交
換
を
し

和
や
か
に
交
流
を
深
め
た
。

今
回
、
三
十
五
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
一
つ

花
を
添
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
で
、
今
後
益
々
充
実
し
た
施

設
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い

く
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

本
年
、
当
団
で
は
発
団
三
十

五
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念

し
て
ス
カ
ウ
ト
・
団
関
係
者
及

び
保
護
者
を
含
め
て
ハ
イ
キ
ン

グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

去
る
十
一
月
十
八
日
、
前
日

の
雨
も
上
が
り
爽
や
か
に
晴
れ

渡
っ
た
青
空
の
下
、
三
島
方
面

に
出
発
し
ま
し
た
。
紅
葉
の
見

ご
ろ
を
迎
え
た
箱
根
の
山
々
を

愛
で
な
が
ら
峠
を
越
え
、
ま
ず

は
三
嶋
大
社
に
正
式
参
拝
を
し

七
五
三
で
賑
わ
う
境
内
を
案
内

し
て
頂
き
ま
し
た
。

次
に
三
島
駅
前
に
広
が
る
国

の
天
然
記
念
物
及
び
名
勝
に
指

定
さ
れ
て
い
る
楽
寿
園
を
散
策

折
し
も
菊
花
展
が
開
催
さ
れ
て

お
り
華
や
ぐ
園
内
を
見
学
し
ま

し
た
。
昼
食
は
、
三
島
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
紅
葉

の
山
々
を
見
な
が
ら
美
味
し
く

頂
き
、
そ
の
後
、
ス
カ
ウ
ト
は

自
然
公
園
に
て
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

に
挑
戦
。
そ
の
他
は
ク
レ
マ
チ

ス
の
丘
美
術
館
を
見
学
し
ま
し

た
。秋

晴
れ
の
中
、
富
士
山
麓
に

於
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
、
無
事
帰
団
し
ま

し
た
。

▲ 三嶋大社 正式参拝

▲ アスレチックに挑戦

▲ 理事長より賞状を受ける
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看
護
師

村
山

直
子

事
務
職
員

鳥
居
真
奈
美
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宗
教
法
人
寒
川
神
社
寒
川
病
院

社
会
福
祉
士

大
林

由
美
子

��������	


 � 12月19日(水)
午後２時～３時


�
 寒川神社 参集殿

	 � �������

�������

� � 看護師長

酒 井 文 子

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院

早
い
も
の
で
本
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
地
域
連
携
室
か
ら
お
便
り
を

お
届
け
し
ま
す
。

地
域
連
携
室
は
平
成
十
六
年
に
当
院
が
新

築
移
転
し
た
際
に
新
設
さ
れ
た
部
署
で
す
。

あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
名
称
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
簡
単
に
言
え
ば
当
院
と
地
域
の
医
療

機
関
、
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
方
と
の
パ
イ

プ
役
・
橋
渡
し
役
を
担
う
部
署
で
す
。
同
じ

地
域
連
携
室
で
も
、
医
療
機
関
に
よ
り
業
務

の
内
容
や
役
割
分
担
は
多
種
多
様
で
す
。

当
院
に
お
け
る
地
域
連
携
室
の
業
務
内
容

と
し
て
は
、
大
き
く
分
け
る
と

①
医
療
福
祉
相
談
の
窓
口

②
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
連
絡
窓
口
と
事

務

(

検
査
や
診
察
の
予
約
等)

の
二
つ
で
す
。

本
年
十
月
よ
り
、
新
た
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー

(

社
会
福
祉
士)

が
一
名
加
わ
り
、
大

林
・
小
沼
の
二
名
体
制
で
こ
れ
ら
の
業
務
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、
面
接
を
通

し
て
、
そ
の
方
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
向

け
て
一
緒
に
考
え
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
す
る
職
種
で

す
。
現
在
、
当
院
で
も
入
院
中
や
外
来
通
院

中
の
方
や
ご
家
族
か
ら
の
心
配
事
や
、
退
院

後
の
療
養
や
介
護
に
つ
い
て
等
、
様
々
な
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

●
入
院
が
突
然
必
要
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
医
療
費
の
支
払
い
が
難
し
い

●
入
院
を
き
っ
か
け
に
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

●
点
滴
や
酸
素
を
し
た
ま
ま
退
院
と
言
わ

れ
た
。
転
院
先
を
探
し
た
い
が
、
ど
こ

に
ど
ん
な
病
院
が
あ
る
の
か

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日

�

�
�






安
保

幸
子

参
集
殿
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日

な
ど
で
す
。
中
に
は

｢

ど
こ
に
相
談
し
た
ら

良
い
か
わ
か
ら
な
い｣

と
声
が
か
か
る
場
合

も
あ
り
、
一
旦
お
話
を
伺
っ
た
上
で
適
切
な

窓
口
へ
つ
な
ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
窓
口
の
他
に
、
も
う
ひ
と
つ

大
事
な
業
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
近
隣

の
医
療
機
関
か
ら
の
連
絡
窓
口
で
す
。
例
え

ば
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
の
先
生
が
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
検
査
が
必
要
と
判
断
し
た

時
、
当
室
へ
連
絡
が
入
り
ま
す
。
そ
の
場
合

検
査
内
容
の
指
示
に
沿
っ
て
、
そ
の
場
で
予

約
を
取
り
、
患
者
さ
ん
が
来
院
し
た
際
に
も

検
査
室
ま
で
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
時
に

は
緊
急
で
入
院
依
頼
の
電
話
が
入
る
こ
と
も

あ
り
、
医
師
等
と
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
現
在
事
務
職
員
が
部
署
内
に
い

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
慣
れ
な
い
事

務
作
業
に
戸
惑
っ
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
確
実
に
丁
寧
に
行
い
、
患
者
さ
ん
が

ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
連

携
室
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

病
院
は
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
初
め
て
来
る

と
こ
ろ
で
、
誰
し
も
自
分
や
周
囲
の
人
が
元

気
な
う
ち
は
、
無
縁
の
場
所
で
す
。
し
か
し

突
然
、
大
き
な
病
気
を
し
た
り
、
入
院
が
必

要
に
な
っ
た
り
し
て
、
不
安
や
心
配
な
こ
と

が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

に
は
、
地
域
と
病
院
の
橋
渡
し
を
す
る

｢

地

域
連
携
室｣

と
い
う
部
署
が
あ
る
こ
と
、
そ

こ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
い
て
、
も
し

も
の
時
に
は
相
談
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を

少
し
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

ご
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
電
話

い
た
だ
く
か
、
受
付
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い

(

地
域
連
携
室
の
場
所
は
、
と
て
も
わ
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す)

で
き
れ
ば
お

電
話
で
事
前
に
予
約
し
て
い
た
だ

い
た
方
が
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
…
。
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神
門
を
飾
る
迎
春
ね
ぶ
た
、
干
支

も
一
巡
、
古
事
記
神
話
を
題
材
に

福
を
呼
ぶ
魚

｢

河ふ

豚く｣

。
�当
た

る
と
死
ぬ
�と
の
酒
落
か
ら

｢

て
っ
ぽ
う｣

と
も
呼
ば
れ
る

最
近
、
食
べ
る
機
会
を
得
た
。

宝
籤
が
当
た
り
、
福
が
来
る
と

・
・
・

・
・
・
・

僅
か
だ
が
期
待
し
て
い
る
。(

尚)

ガ
リ
版
は
遺
品
と
な
り
ぬ
�
堂
忌

根
岸

君
子

石つ

蕗わ

の
花
岬
の
鼻
に
あ
る
鳥
居

金
指

月
光

藍
の
香
の
残
る
法
被
や
お
か
め
市

相
原

白
蕗

軒
よ
り
も
低
き
夕
日
や
干
大
根

芹
沢

徳
光

小
春
日
や
何
処
へ
も
行
か
ぬ
靴
を
干
す

金
子

つ
ぢ

縁
側
が
好
き
な
母
な
り
冬
ぬ
く
し

菅
沼
う
め
の

身
を
伏
し
て
枯
菊
の
な
お
も
咲
か
ん
と
す

多
田

武
峰

し
ぐ
る
る
や
太
き
う
ど
ん
の
峠
茶
屋

飛
石

槿
花

芋
洗
ふ
母
東
京
を
未
だ
知
ら
ず

岡
田
風
呂
釜

時
雨
来
て
緑
青
の
濃
き
太
鼓
橋

倉
谷

節
子

腰
掛
け
し
石
の
温
み
や
島
小
春

山
本

朝
子

病
棟
の
カ
ー
テ
ン
替
は
り
小
春
か
な

伊
藤

公
一

夕
映
え
を
乗
せ
て
寄
り
来
る
小
六
波

松
本
美
智
子

天
空
に
ハ
ー
ト
で
結
ぶ
冬
花
火

宮
入

つ
る

小
春
縁
母
の
座
っ
て
ゐ
た
と
こ
ろ

市
本

益
子

小
春
日
や
空
一
杯
に
シ
ー
ツ
干
す

竹
村
真
砂
美

枸
杞
の
実
や
跨
き
て
足
り
る
川
堤

千
葉

静
香

歩
く
こ
と
覚
え
し
孫
の
小
春
か
な

松
村

信
篤

沈
む
日
に
ひ
と
き
わ
映
え
て
冬
紅
葉

菅
沼

保
幸

生
家
い
ま
淋
し
き
庭
の
返
り
花

岩
田
美
代
子

ど
ん
ぐ
り
を
う
ま
く
廻
し
て
郷
土
展

四
ッ
車
梢
月

小
春
日
や
晩
年
も
良
し
と
決
め
居
た
り

浦
野

房
子

菊き
く

膾
な
ま
す

不
老
長
寿
と
も
て
な
し
に

三
輪

恭
子

葉
の
色
を
路
上
に
落
と
す
時
雨
か
な

皆
川
志
ん
ご

出
窓
よ
り
差
し
込
む
明
り
秋
の
月

原
野

楽
天

木
の
葉
髪
想
い
出
は
み
な
セ
ピ
ア
色

天
沼

子
平

得
点
の
低
き
を
応
援
の
�
校
野
球
力
�
る
る
若
さ
が
眩
し

宇
田
川
時
子

ゆ
っ
た
り
と
涼
し
さ
選
び
猫
た
ち
は
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
眠
り
に
入
る

土
屋
ト
ミ
子

実
の
皮
を
破
る
こ
と
な
く
よ
う
や
く
に
出
来
た
ホ
ウ
ズ
キ
吹
き
鳴
ら
し
み
る

浜
田

寿
子

病
な
り

｢

休
ん
で
い
ろ
よ｣

と
言
う
夫
の
包
丁
の
音
悲
し
く
聞
こ
ゆ

山
口

幸
子

明
日
も
炎
暑
か
茜
に
染
ま
る
夕
空
に
満
月
淡
く
吾
と
連
れ
立
つ

山
根
喜
美
代

猛
暑
で
も
咲
い
た
ひ
ま
わ
り
束
の
間
に
バ
ッ
タ
な
り
し
か

そ
の
葉
食
い
荒
ら
す

亀
山

文
子

ゆ
で
た
て
の
唐
も
ろ
こ
し
の
甘
き
こ
と
熱
熱
も
よ
し
冷
め
て
又
よ
し

安
藤

慧

自
分
な
り
役
立
つ
事
を
心
が
け
苦
心
の
一
越
え
明
日
へ
の
若
さ

川
島
惠
美
子

逃
げ
な
く
て
い
い
の
よ
み
み
ず
汝
に
�
ひ
健
や
か
さ
知
る
四
年
目
の
庭

堀
江

照
子

若
い
人
に
ま
ね
し
て
財
布
に
数
枚
の
カ
ー
ド
を
入
れ
て
一
人
ほ
ほ
笑
む

天
利

春
枝

雨
戸
あ
け
ふ
と
思
い
た
り
昨
夜
見
し
夢
は
亡
き
夫
な
り
し
さ
だ
か
な
ら
ね
ど

三
留
と
く
子

暑
き
日
々
手
抜
き
続
き
の
食
事
に
も
ぐ
ち
を
言
わ
ず
に
夫
と
の
夕
餉

岡
元

芳
子

き
れ
ぎ
れ
に
見
て
い
し
夢
の
覚
め
て
わ
か
ら
ず

起
き
出
で
て
独
り
古
事
記
を
読
む
も

杉
本

照
世
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